
 

「経済安保版秘密保護法案」の国会提出に反対する院内集会  

～セキュリティ・クリアランス（適性評価） 

の危険な狙い～ 
 

2013 年 12 月に秘密保護法が強行採決されてから 10 年が過ぎました。多くの市民が

懸念した通り、言論空間が萎縮し、平和憲法を蔑ろにする軍備拡大が進みました。日

本は「新しい戦前」に突入しているかのようです。 

2022 年に成立した経済安保法は、経済の国家管理・統制を強め、露骨に中国を仮想敵

とする戦時立法です。そして政府は、｢秘密｣を扱う資格を定めるセキュリティ・クリア

ランス（適性評価）を制度化する法案を、この通常国会に出そうとしています。秘密保

護法制を経済や研究開発の分野に拡大しようというのです。 

政府によって恣意的に「秘密」が設定され、大川原化工機事件のような冤罪事件が多

発しかねません。セキュリティ・クリアランスの対象者は、秘密保護法の何倍、何十

倍にもなるでしょう。身辺調査によりプライバシー権が侵され、最高 10 年の重罰を背

景に、自由な言動、経済活動、研究が封じられ、人々が否応なく戦争に動員されてい

くことになります。危険な「経済安保版秘密保護法案」の国会提出を阻止するために、

その問題点を共有します。 

●日時 1 月 29 日（月） 12 時〜13 時 30 分 

●場所  衆議院第 2 議員会館 多目的会議室 

●アクセス 国会議事堂前駅、永田町駅 

●講師  井原聡さん（東北大学名誉教授） 

     海渡双葉さん（弁護士） 

海渡雄一さん（弁護士） 

※11 時 30 分よりロビーにて通行証配布 

資料代 500 円 

ツイキャス中継あり https://twitcasting.tv/keitarou1212 

【主催】経済安保法に異議ありキャンペーン 

https://keizaianpoigi.wixsite.com/com-com 

秘密保護法対策弁護団 

〔連絡先〕 090-6185-4407（杉原）・ 03-3341-3133（東京共同法律事務所・海渡） 
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